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論文内容要旨
 脊椎動物の初期発生に於ける組織分化の機構に関する最近つ研究1二)多くは,特異的な誘導物質を
 成体の種々の組織から抽出し,それらの胚葉に対する誘導能の決定を目的としている。また,形態
 学的には,これらの研究では特に両生類の予定表皮がどのような組織群に誘導されるかを問題とし
 ている。
 筆者は,本研究に於いて,種々の薬品によって処理された初期鶏胚の胴部域組織間で,初期の組
 織がその予定分化と異なる別の組織に転換する現象を観察した。筆者は,この現象を誘導ではなく,
 組織転換と名づけた。組織転換は,初期の組織分化の場に於いて,組織が薬品の何らかの特異的作
 用によって,その分化の方向を変え別の異なった組織に転換するという意味を持つ概念である。こ
 の概念では,誘導の概念が組織分化の場に於ける能動系のメカニズムを解明しようとするものであ
 るのに対し,反応系に於ける組織分化のメカニズムを解明しようとするものである。
 第1部塩化llチウムの影響
 本実験では初期鶏胚に対する塩化リチウムの影響を調べた。塩化ElチウムD処理法は,1/5モ
 ル～1/20モルの塩化リチウム液をO.05ml或は02miそれぞれ胚下腔,或は胚盤上の卵臼内に注
 入するものである。塩化リチウムはタイロード液,0.9%食塩水に溶解した。[フチウム液の注入は,
 フ卵開始後18～24時間目に行われ,処理胚の固定は48時間目,或は72時間目に行われた。
 塩化リチウムの作用に関しては,ウニ卵で最初に植物極化がもたられることがヘルフヌトによって報じ
 られた。その後,両生類胚に於いて塩化Ilチウムが特に単眼を生じさせることがベラミーやレーマン
 によって報じられた。更に,ランチイや口才ジヤーズによって塩化リチウムには,胚タンパクの粘
 性を増大させたり,胚タンパクの合成を阻害させる1乍弔があることが報じられている。
 しかし,本実験では,塩化リチウムのこのような物理的・化学的作男性ではなく,形態学的な作
 用性を言周べることに目的かあるo
 ljチウム処理の結果,初期鶏胚に次の5型の形態異常が観察きれた。@神経管の閉鎖の抑制。②
 発生のおくれ及び強い阻害。@目つ欠失もしくは異常。包動脈及び体節腔の巨大化。⑤組織転換。
 ①～④までの異常型は形態形成運動の一般的な機械的抑制の結果もたらされたものと考えられた。
 ◎の組織転換の異常型は,④神経冠細胞からの原腎への転換,◎脊索からの原体節への転換であっ
 た。
 これらの組織転換は,①一④の異常型と異なり,塩化リチウムの特異的作用によるものと考えら
 れ,形態学的には,御化リチウムには神経冠細胞を原腎へ転換する作用,及び脊索を原体節へ転換すフ
 る作用が有ると判断きれたo
 第2部アンモニア,尿素,尿酸,L一アルギニンの影響
 本実験での処理法は,寒天液に溶解もしくは懸濁されたアンそニア,尿素,尿酸,L一アルギこ
 ンを0.2ml胚盤上の卵臼内に注入するものである。その他の実験上つ手続きは前節の塩化Ilチウ
 ム処理の場合と同様である。
 本実験で円いられた薬品の形態学的な作『性に関しては,アンモニアには,両生類胚の帯域組織
 を脊索及び筋節へ轄換させる作閑があることが山田等によって報じられている。また,両生類胚の
 予定表皮から神経組織がアンモニア及び泉素処理によって転換されることも報じられている。
 本実験の処理結果で1む次の3型の形態異常が観察された。④神経管の閉鎖の抑制。②発生のおく
 れ及び強い阻害。③組織転換。
 前節のリチウム処理と同様に,①及び②は,形態形成運動に対する薬品つ一般的な抑制の結果も
 たられたと考えられた。③の組織転換つ異常型は,尿素,尿酸,L一アルギニン処理胚に観察され,
 いずれの場合にも体腔壁組織から原体節への転換がもたられた。この事実は,形態学的には尿素,
 尿酸,L一一アルギニンには体腔壁組織を原体節へ転換させる特異的作用があることを示している。
 第3部発癌物質の影響
 本実験の処理法は,卵白に懸濁された発癌物質を0,3ml,フ卵開始後18～24時間目に胚盤上の卵
 白内に注入するものである。その他の実験手続きは前節と同様である。
 発癌物質は,4一ニト・キノリンーN一オキサイト,オルトーアミノアゾトルエン及びベンチヂ
 ンである04一ニトロキノリンーN一オキサイドは肺癌(中原),オルトーアミノアゾトルエンは
 肝臓癌(吉田)ベンチヂンはボウコウ癌(レーン)を誘起する発癌物質である。しかし,本実験で
 は発癌性ではなく,これらの発癌物質の形態学的な作場性を調べる二とが目的である。
 本実験の発癌物質処理では,次の3型の形態異常が観察された。①神経管の閉鎖の抑制。②発生
 のおくれ及び強い阻害。③組織転換。
 前節と同様に,①及び②の異常型は形態形成運動に対する薬品の一般的な抑制作男の結果もたら
 きれたと考えられる。③D相識転換つ異常型は,4一ニト・キノリンーN一オキサイド及びオルト
 ーアミノァゾトルエン処理に於いて観察きれた0
 4一ニト・キノリンーN一オキサイド処理では,神経冠細胞からの堵値搬琵琶へつ転換,帯域○
 表皮からの神経管への転換及び重複胚の形成が観察きれた。
 オルトーアミノァゾトルエン処理では,表皮から神経管状かつ体節状組織への転換が観察された。
 これらの組織転換は,4一ニト・キノリンーN一オキサイド及びオルトーアミノアゾトルエンの
 特異的作1隷こよるものと考えられ,4一ニト・キノリンーN一オキサイドには,形態学的には神経
 冠細泡を増殖様組織に転換する1乍用及び表皮を神経管に転換する作用があることが明らかになった。
 ロまた,オらトーアミノアブ'トルエンには表皮を神経萱慶び一五節に転換するf乍男があることが示され
 た。また持に4一ニトロキノリンーN一才子サイドによる重複胚の杉成は注目に値するものと考え
3
 られる。
 第4部ビタミンの影響
 本実験のビタミンの処理法は前報と同様の手続きで行われた。
 ビタミンは,ニコチン酸アミド,葉酸,ビタミンB1,B2,B昌,ハントテン酸力'レシウム及
 びビタミンCである。
 本実験の処理でも前節と同様に3型の形態異常が観察された。①神経管の閉鎖の抑制。②発生の
 おくれ及び強い阻害。③組織転換。
 ①,②の異常型は全実験を通して得られており,これらは薬品の形態形成運動に対する一般的な
 抑制1乍用によるものと結論きれた。③の組織転換の異常型は,ニコチ・ン酸アミド及びビタミンB,
 処理に於いて観察された。ニコチン酸アミド処理では,原体節からの原腎への転換,体腔壁組織か
 らの原腎への転換及び神経冠細胞からの原体節への転換が観察された。
 ビタミンB2処理では,表皮からの原体節への転換が観察された。これらの組織転換は,ニコチ
 ン酸アミド及びビタミンB2の特異的作用によるものと考えられた。
 結論組織転換について
 ①本研究で明らかにされた限りに於いて,塩化リチウム,尿素,尿酸,L一アルギニン,4一ニ
 トロキノIlンーN一オキサイド,オルトーアミノァゾト'レエン,ニコチン酸アミド及びビタミン
 B・には,初期の組織分化の場に於いて組織転換能があると結論さ眉た。
 ②特に,尿素,尿酸には原体節への転換作用が顕著であり,4一ニトロキノリンーN一オキサイ
 ド及びオルトアミノアゾトルエンの発癌物質には増殖様組織及び神経組織への転換作用が強くみ
 られ,一方,ニコチン酸アミドには原腎への転換作用が顕著であることが明らかにきれた。更に,
 4一二卜ロキノリンーヌーオキサイドによる重複胚の形成は注目に値するものと考えられた。
 ③本研究で明らかにされた組織転換の様式は次の通りであった。
 ④表皮から神経管,原体節,脊索への転換様式。
 ◎神経冠細胞,原体筋,体腔壁組織から原腎への転換様式。
 ◎神経管,脊索,体腔壁組織から原体節への転換様式。
 ④これらの組織転換の多くは,山田等のポテンシャル論に従って,背方化及び腹方化つ現象とし
 て説明された。
 ⑤しかし,神経冠細胞から増殖様組織及び原腎への転換,及び神経管から原体節への転換は,山
 田等のポテンシャル論では説明されない別の現象と考えられた。
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 論文審査結果の要旨
 動物の初期発生○段階に重々の薬品をf乍鴇きせて形態分化の機構をさぐることは古くから行なわ
 れていた〇
 ニフトリの胚については,処理方法の技術的な困難から二つ方面の研究はあまり進んでいない。
 能.登は胚盤上または卵臼内つ胚盤に近い部分に試薬を注入してその作絹をみる方法をとった。種々
 の試薬の1乍潮をみる前に,対照として正常無処理つ卯のほかにすでに他の動物で多くの研究の行な
 われた塩化Ilチウム〔暦乍男を確かめた。その結果,神経管閉鎖の抑制,発生のおくれと障害,目の
 欠失または異常,動脈及び体節腔D巨大化などを遜察したが,これらO異常型は形態形成運動の抑
 制の結果によるものと解釈している。このほかに組織転換即ち神経逗細胞に分化すべき部分が原腎
 へ,また脊索になるべき部分が原体節に分化したことを観察して,これは塩化リチウムの特異作用
 によるものと判断している。よって以下の研究では,試薬の特異1乍用のあらわれとして組織転換に
 注目をはらった結果,各種試薬に特有の組織転換があることをみた。即ち,代謝産物あるいはそれ
 に関係のあるアンモニア,尿素,尿酸,L一アルギニンのうちアンモニアを除く他の3種の物質は
 いずれも体腔壁組織を原体節へ転換させる特異的1乍用があることをみた。癌原性物質としては4一
 ニトロキノIlンーN一オキサイド,オルトアミノアゾトルエンおよびベンチヂンを用いたが,その
 うち4一ニトロキノリンーN一オキサイドは陣経冠細胞から増殖様組織へ帯域上皮から神経管への転
 換のほか重複胚をえている。またわレトアミノアゾトルエンでは表皮から神経管状および体節組織
 への転換をみている。
 これらの結果は,リチウムによる組織転換とは形式を異にしている。また攣々のビタミン類の影
 響を観察しているがニコチン酸アミドでは原体節から原腎へ体腔壁から原腎へ,神経管細胞から
 原体節への転換を,またビタミンB2では上皮から原体節への転換をみて,いずれもこれら試薬の
 特異1乍弔によるもDとしている。
 これらの組織転換は明いた試薬によってそれそれ特有の形式を示しているが,特に尿素,尿酸に
 ぱ原体節へD転換津南が著しく,発癌物質は増殖厳組織および神経組織への転換が強くみられ,ニ
 コチン酸アミドぱ原腎への転換が著しいという。
 能登民人は長年にわたる研究によって多数の鶏胚に多種類の試薬をはたらかせて,その形態学的
 年窮を確認した本論文は多大の労作であると共に,ニワトリの胚の形態分1ヒの解明に多くの貢献を
 なしたものと考える。よって,審査員一同は能登民人の論文は理学博士の学位論文として合格と認
 めたo
